
平成２６年度加茂川総合内水対策協議会 議事録 
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◆日 時：平成 26年 11月 10日（月）14:00～14:42     

◆場 所：美濃加茂市役所本庁舎３階第一議会委員会室 

◆出席者：市）藤井浩人美濃加茂市長、渡辺文喜美濃加茂市総務部長、 

池田正幸美濃加茂市建設水道部長 

     町）南山宗之坂祝町長、三品智裕坂祝町総務課長、小関昇坂祝町産業建設課長 

国）大澤健治木曽川上流河川事務所長、上野広志木曽川上流河川事務所副所長 

県）岩﨑福久岐阜県県土整備部次長兼河川課長、近藤真章可茂土木事務所長 

民）福田 裕若宮一自治会長、宮崎憲徳下町六自治会長、 

鈴木秀夫深田一自治会長（美濃加茂市）、小栗昭憲酒倉連合自治会長（坂祝町） 
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協議事項：①規約の改正 

     ②対策の実施状況報告 
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①規約の改正 

 承認 

②対策の実施状況報告 

 国（木曽川上流河川事務所）県（可茂土木事務所）市（美濃加茂市都市計画課）町（坂祝町産

業建設課）がそれぞれ実施している事業について説明した。 

上記、②に対する内容について委員から次のような意見や質問が出た（発言順）。 
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【坂祝町長 南山氏】 

・住民への説明や議会への報告等のためにも、各事業の費用を表示していただきたい。 

 

・加茂川沿いの竹林の伐採等きれいにやっていただいたが、今後は維持していかなければいけな

い。ボランティアの件、竹の処理等方法を考えていくにあたり、国、県の助言をいただきたい。 
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【深田一自治会長 鈴木氏】 

・バロー太田店の裏の辺りに階段を設置して欲しいという要望をお願いしてあったがその後の経

過はどうか。 

 

【岐阜県可茂土木事務所河川砂防課河川砂防係長 高橋氏】 

・先日、場所を確認させていただきましたので、今年度中を目途に設置する予定である。 
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【岐阜県県土整備部次長兼河川課長 岩﨑氏】 

・（資料４ 美濃加茂市実行計画１３／１４ 土地開発事業指導要綱による土地利用規制の強化：

条例化へ向けて検討中）について 

 条例について、どのような内容になるのか。 

 



【美濃加茂市都市計画課長 林氏】 

 現在、開発事業については要綱で行っているが、業者の善意というところが大きいのが実情で

ある。１，０００㎡以上の開発については条例を制定し、加茂川流域では要綱、規則にて宅地造

成高を６２ｍにする。指導、勧告が得られない場合には、事業者、施主の氏名の公表を設ける等

より厳しく指導していく方針で進めている。  
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【下町六自治会長 宮崎氏】 

・（資料４ 木曽川上流河川事務所実行計画８／８ シュミレーション検討結果を市町に提供）に

ついて 

 さらに精度が高いハザードマップを作成する予定があるのか。 

 

【木曽川上流河川事務所調査課長 斎藤氏】 

 市町に提供する内水に関する浸水想定図について検討中である。平成２６年度中には市町村に

提供したいと考えている。 
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【若宮一自治会長 福田氏】 

 豪雨、水害等危険があった場合、防災無線やメール等あるがその整備状況や対応状況はどうか。  

 

【美濃加茂市都市計画課長 林氏】 

 現在は、主に防災無線、メール配信、ホームページへの掲載等で住民の皆さんへ情報発信を行

っている。 

 

【若宮一自治会長 福田氏】 

 結局、防災無線も豪雨の時等聞こえない。 

 

【美濃加茂市都市計画課長 林氏】 

 住民への周知方法については、都市計画課だけではなく、他部署（防災安全課等）と協力して

考えていく。 

 

【美濃加茂市長 藤井氏】 

 防災無線が聞き取れない地域等には、一つの案として戸別受信機の配布ができないか検討して

いる。 
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【可茂土木事務所長 近藤氏】 

 土砂災害情報が発令された場合の対応はどうか。 

 

【美濃加茂市総務部長 渡辺氏】 

 防災無線等で避難勧告を発令し、公用車で現場へパトロールすることで啓発している。 


